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　春の日差しを感じる季節となりましたが、皆様いかがお過ごしでしょ
うか？
　わ・は・わ美里では、季節に応じたレクリエーションを行っており、3
月はひな祭りレクを開催しました。今回の目玉は、着物の着付け！ご家
族からもたくさん好評の声を頂き、普段なかなか着ることの少ない着物
を着ること、お化粧をすることに目を輝かせる利用者さんも多くいまし
た。もちろん食べ物を楽しみにしている方もいて、各々の楽
しみを持ってひな祭りレクを楽しんでいました。
　日々の活動の中ではなかなか経験することのできない
行事なので、職員も一緒になって着付けやメイクに奔走
して、貴重な経験になりました♬♬

利用者さんの声

みんなの輪　ホッとニュースみんなの輪　ホッとニュース

“終わりよければ全てよし”
　この言葉最近見つけた。何だか希望が湧いてくる一言です。病気
と戦い、自分が何を考えどう行動すればうまくいくのかを考えまし
た。父と母を亡くし、どうやって生きていこうか誰にも迷惑をかけ
たくないと思い、今はグループホームの生活に落ち着きました。
　いろいろ相談できる人、食を考えてくれる人、お金を管理してく
れる人、年を取ったら助けてくれる人がいっぱいいます。そして何
より自分で SOS を発信して自分さがしの旅はまだまだ続きます。私
のこれからも “終わりよければ全てよし” につながって生きていき
たいです。

　2025 年 4 月 1 日、 わ ・ は ・ わ広瀬にて辞令交付式を執り行い
ました。 新規採用職員の方々を迎え、 新しい年度のスタートを切り
ました。
　理事長訓示では、 “なんのために社会福祉法人みんなの輪は存
在するのか” の問いかけに対し、 それは法人の理念である 「障害
のあるなしにかかわらず、 誰もが安心して暮らせる地域社会をめざ
して」 を追求し続けること、 そこに存在意義があると示されました。
利用者さんと職員の関わり合いがある “現場” こそが法人の中心
であり、 現場で働く職員もそれを下支えする職員も力を合わせ、 気
持ち新たに新年度をスタートしていきます！
　まだまだ未熟な私たちですが、 今年度も全力を尽くして参ります。
　どうか、 皆さまお力添えのほど、 よろしくお願い申し上げます。

～新体制での新年度～～新体制での新年度～

理事長挨拶

　 2025 年度がスタートしました。少子高

齢化に伴う働き手不足が叫ばれる中にお

いて、本当に有難いことにこの 4 月から

は新しいスタッフも増え、職員数は法人

全体で 180 名を超えました。この巡り合

いに感謝するとともに、職員と一緒になっ

て光ある未来を見据えた事業を行っていき

たいと強く感じている今日この頃です。

　さて、昨年 11 月、日本を代表する詩人、谷川俊太郎さんが

92 歳でお亡くなりになりました。小学校の時の教科書で『朝

のリレー』に出会って以来、私はずっと谷川さんの大ファン

でしたので、谷川さんの逝去のニュースはとてもショックな

出来事でした。谷川さんが残した言葉の中で私が最も印象に

残っている言葉があります。それは「人間は、樹木のように

年輪を重ね成長する。つまり、人間の年輪の中心には常に『子

どもの心』が存在する。」というものです。年齢を重ねること

で人は経験や知識を蓄えますが、その中心にはいつも『子ど

もの心』がある、という考えは、純粋さや好奇心、無邪気さ

を忘れないことの大切さを教えてくれます。これからもずっ

と大事にしたい言葉です。

　どうぞ皆さん、2025 年度も当法人に対するご理解とご支援

をよろしくお願いいたします。

理事長　仲野谷　仁
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